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論    文    の    要    旨 
  











































は、アダトム位置にある Geの 1つないし 2つのバックボンドの位置に酸素が入ったところで酸化が停止し
するが、エネルギーを高めると、アダトム位置にあるGeの 3つのバックボンド全てに酸素原子が入ることを
意味する。 
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審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
           論文の要旨と審査の要旨は、併せて 2000～4000字で記入して下さい。 
 
〔最終試験結果〕 





 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（    ）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
